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（ご紹介）

渡邉 和也
わたなべ かずや

大阪教育大学大学附属平野小学校 教諭

1985年生まれ
教師年数 １８年目（ 現在１年生担任 ）

総合的な学習の時間 ／ 体育科 の 授業研究
教育課程の編成などのカリキュラム研究

日本生活科・総合的学習教育学会 会員
カリキュラム学会 団体会員
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それではご覧ください



⼤阪教育⼤学附属平野⼩学校

未来の社会を創り出す⼦どもを育てる
概念ベースの探究カリキュラム開発

 ２年次 「未来探究科」と 各教科の関連を明確にする

研究開発学校（ 令和６ 〜 9年度 ）



未 来 探 究 科

各教科の学びを統合・横断２

児童⾃らが意味や価値を⾒出す探究学習３

実⽤的で学問的な ４領域１



実⽤的で学問的な ４領域１



⾃ 然

地 域

⽂ 化

幸 福



通年 「⽔プロジェクト」

１学期 「祭りプロジェクト」 ２学期「わははプロジェクト」

３学期「かっこいい⼤⼈プロジェクト」



各教科の学びを統合・横断２

年間時数

245〜280

１領域 ７０時間



教科の学習

96時間

浄⽔場の仕組み

調べて報告 漢字辞典

流れる⽔

未来探究科

70時間



各教科の資質・能⼒をどの⽔準で取り扱うのか

⾒⽅・考え⽅（原理・原則）

教科書の単元

学習指導要領
活動の幅が

広がる
各教科との
関連が⾒えにくい

児童の主体性
が⾼まる

活動の幅が
狭まる

各教科との
関連が明確

教師の誘導が
強まる

各教科の学びを統合するために



未来
探究科各教科

❶「概念・⽅略」で 整理

中核単元

各教科の学び を 統合するために

❷ 活動にどう組み込むかを計画

❸ 発揮する活動だったかを考察❹ 習得しているかを確認

（令和７年度）



課題の設定

情報の収集

整理・分析まとめ・表現

価値づけ

「価値づけの時間」

児童⾃らが意味や価値を⾒出す探究学習３

これまでの活動を中⻑期的に
ふりかえり、⾃分の⽣き⽅や
考え⽅、社会での意味や価値
について考える時間。

⾃⾝の成⻑を実感 ・ ⾏動の変容



０サイクル １サイクル ２サイクル ３サイクル

対象と
出会う

対象そのものを
理解する

他と
⽐較・関連付けて

理解を深める
社会に働きかける

未来探究科 の 単元構成



C T（コーディネートタイム）

プロジェクト学習
（ 45 or 90分間 ）

C T（ 15分間 ）

潜在的な学びの明⽰化
・ ⾃⼰理解 ／ 他者理解
・ 探究活動の⾃⼰調整
・ 学習保証（ 個別最適な学び ）



未 来 探 究 科

各教科の学びを統合・横断２

児童⾃らが意味や価値を⾒出す探究学習３

実⽤的で学問的な ４領域１



研究の背景

主権者教育 ⼈権教育
キャリア教育 国際理解教育

防災教育 健康教育 ＩＣＴ教育

社会的な要請 (実⽤的な学び)

＋ 各教科の学習各教科の学習
(学問的な学び)

未来探究科
(実⽤的で学問的な学び)

「概念ベース」で 学習内容を統合・横断



学問
（既存の学習内容） 教材研究

従来の学習

未来探究科



地域

⾃然

⽂化

幸福

⾃然とともに⽣きるには

地域社会を豊かにするには

誰もが幸福に⽣きるために
「本質的な問い」の設定



多様性 公平⾃然とともに⽣きるには

地域社会を豊かにするには

⽣活を豊かにする⽂化の担い⼿として

誰もが幸福に⽣きるために
有限性 持続

相互性 連携

概念の設定

本質的な問い

中⼼概念

（問いを解決する）
社会的に実⽤性のある概念



各
領
域
の
系
統

縦⽷ 横⽷

各
教
科
と
の
関
連

学習内容（テーマ）の設定



地域社会は『⼈・もの・こと』の３要素で
構成され、これらが相互に関わり合って成
⽴する社会システムの中で、流動的に結び
つくことで豊かになる。

多様な⼈たちが互いに連携・協⼒することで
構築・維持される。

地域社会を豊かにするには

相互性

連携

社会的思考⽅
略

概
念

理想と現状のズレから集団の課題を
⾒出し、解決策(納得解)を導き出す。



「⼈・もの・こと」が
それぞれの役割があって つながっている

１年「学校」
２年「町」

⽣活を⽀える仕組みがあってつながっている
３年「安⼼」
４年「祭り」

地 域 社 会 の 相 互 性 ・連 携

⼤きなシステムで流動的につながっている
５年「産業」

６年「⺠主主義」

縦⽷



探究に向かう⼒ 創造する⼒

社会や集団の形成者としての⾃覚と責任をもち

多様な⾒⽅で物事を深く考える⼦ども

⼦
ど
も
像

価値 概念 ⽅略

資質・能⼒の設定



「探究に向かう⼒」
⼦どもの姿キーワード観点

⾃分の⽣き⽅・考え⽅を⾒つめて考え直す。⾃⼰実現⼈ 間 的 価 値 観価
値
観

探究の対象や社会のあり⽅、または社会に対し
ての⾃分のすべきことを考え直す。正義社 会 的 価 値 観

興味・関⼼をもって対象に関わり、⾃らの経験
や各教科の学びを活かしながらより良く対象に
働きかける。

好奇⼼
⾃⼰効⼒

⼀ ⼈ で 考 え る
⼒探

究
す
る
態
度

他者の視点で物事を考えたり、共感したりして
互いを尊重する。
他者に積極的に関わり、より良い関係を築く。

社会意識
対⼈スキル

⼈ と 考 え る
⼒

⾃分なりの課題を⾒出す。
計画を⽴てたり過程を⼯夫したりする。
活動を振り返り、新たな意味や価値を⾒出す。

⾃⼰調整最 後 ま で
や り ぬ く ⼒



⼀ ⼈ で 考 え る ⼒ ⼈ と 考 え る ⼒

最 後 ま で
や り ぬ く ⼒

価 値 観

「探究に向かう⼒」

探究する態度

社会や集団の形成者としての
⾃覚と責任をもつ



「創造する⼒」

多様な⾒⽅で 物事を深く考える姿
⼦
ど
も
像

概念 ⽅略
技能を含む

思考⼒・判断⼒・表現⼒知識

全体像を捉える 本質的に考える



概念的知識の構築
多様な知識を

関係づけて理解する

個別知識の獲得
事実を記憶する

全体像を捉え 本質的に考える

⽅略の適⽤概念の形成

スキルの発揮
スキルを組み合わせて

課題を解決する

個別スキルの習得
特定のスキルを使う

「創造する⼒」

意図的

総合的焦点化

概念化

具体化
ネット

ワーク化

深化 ⾃動化

相互

具体

抽象

分離

複合

「創造する⼒」



「創造する⼒」次期指導要領
ヨコとタテの構造



⽔
の
ゆ
く
え

個別知識
蒸発 沸騰 体積

変化 流れ 浄⽔ ⼯夫
努⼒ 連携

⽔
の
す
が
た

⾬
⽔
の
ゆ
く
え

く
ら
し
と
⽔

概念



循環

⾃然の⽔循環 ⼈為的な⽔循環

⽔の
状態変化

エネルギー
物質としての⽔

⽔の安定的な
供給・処理

概念的知識
具体

抽象

ろ過

有限性 持続

蒸発 沸騰 体積
変化 流れ 浄⽔ ⼯夫

努⼒ 連携

概念



概
念
図

概念



過
程(

⼿
続
き)

主観的

結果(ゴール)

客観的

⼀
般
的
・
抽
象
的

個
別
的
・
具
体
的

表現的思考

社会的思考

哲学的思考

科学的思考

理解⽅略

理想と現状のズレから集団
の課題を⾒出し、解決策(納
得解)を導き出す。



科学的思考

統 計情 報⾔ 語

⾃分なりにデータ
を集めて考えたり、
表やグラフに表し
て伝えたりする。

A

必要な情報や関係
する情報を書き留
めて、⽬的に合わ
せて活⽤すること
ができる。

A

⾃分の意⾒を順序
⽴てたり、⽐較し
たりしながら伝え
ることができる。

A

⽅
略 社会的思考 理想と現状のズレから集団の課題を

⾒出し、解決策(納得解)を導き出す。

「領域スキル」として設定



⾃
然

地
域

⽂
化

幸
福

探究に
向かう⼒

社会や集団の形成者としての⾃覚と責任をもち
他者と協働しながら よりよい未来を創造する⼦ども

新教科「未来探究科」

各
教
科
の
資
質
・
能
⼒

実
⽤
的
で
学
問
的
な
学
び

創造する⼒

各
教
科
を
統
合
・
横
断

⾃
ら
が
意
味
や

価
値
を
⾒
出
す
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